
理 論 編
８　安全教育の計画例

幼稚園1
（１）教育課程と安全教育

　学校教育法には、「健康、安全で幸福な生活のために必要な基本的な習慣を養い、身体諸機
能の調和的発達を図ること。」（学校教育法第 23条第１項）と幼稚園で行う安全教育の目標
が示されている。また、幼稚園教育要領（平成 29年 3月）の第１章	総則	第２の３（1）で
は、「幼稚園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働か
せ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。」とされ、領域「健
康」のねらいとして、「健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け、見通しをもって行
動する。」ことが挙げられている。

（２）幼稚園教育要領解説
　幼稚園教育要領解説（平成 30 年２月）には、「安全上の配慮」の中で、「幼稚園生活が幼
児にとって安全なものとなるよう、教職員による協力体制の下、幼児の主体的な活動を大切
にしつつ、園庭や園舎などの環境の配慮や指導の工夫を行うこと。」と示され、幼児自身が危
険を予測し、回避する能力を身に付けることで安全な生活を送ることができるよう指導する
こととしている。
幼稚園教育要領解説（平成 30年２月）
第１章　総説　第 3節　教育課程の役割と編成等　4　教育課程の編成上の留意事項　（3）安全上の配慮

（３）	幼稚園生活が幼児にとって安全なものとなるよう、教職員による協力体制の下、幼児の主体的な
活動を大切にしつつ、園庭や園舎などの環境の配慮や指導の工夫を行うこと。

　幼児が自分で状況に応じて機敏に体を動かし、危険を回避するようになるためには、日常の生活の中で十
分に体を動かして遊ぶことを通して、その中で危険な場所、事物、状況などが分かったり、そのときにどう
したらよいかを体験を通して学びとっていくことが大切である。

幼稚園教育要領解説（平成 30年２月）		第２章		ねらい及び内容		第２節		各領域に示す事項		１		心身の健康に
関する領域「健康」〔内容の取扱い〕

（6）	安全に関する指導に当たっては、情緒の安定を図り、遊びを通して安全についての構えを身に付け、
危険な場所や事物などが分かり、安全についての理解を深めるようにすること。また、交通安全
の習慣を身に付けるようにするとともに、避難訓練などを通して、災害などの緊急時に適切な行
動がとれるようにすること。　

　幼児は園の中で安心して伸び伸びと全身を使って遊ぶ中で、教師からの安全について気付くような適切な働き
掛けの下、安全についての構えを身に付けることができるようになっていく。安全についての構えを身に付けると
は、幼児が自分で状況に応じて機敏に体を動かし、危険を回避するようになることであり、安全な方法で行動を
とろうとするようになることである。幼児は、日常の生活の中で十分に体を動かして遊ぶことを楽しみ、その中
で危険な場所、事物、状況などを知ったり、そのときにどうしたらよいか体験を通して身に付けていく。安全を
気にするあまり過保護や過介入になってしまえば、かえって幼児に危険を避ける能力が育たず、けがが多くなる
ことがあるということにも留意することが必要である。幼児の事故は情緒の安定と関係が深いので、教師や友
達と温かいつながりをもち、安定した情緒の下で幼稚園生活が展開されていることが大切である。
　幼稚園生活の中では安全を確保するために、場合によっては、厳しく指示したり、注意したりすることも必要
である。その際、幼児自身が何をしてはいけないか、なぜしてはいけないかを考えるようにすることも大切である。
　交通安全の習慣を身に付けさせるために、教師は日常の生活を通して、交通上のきまりに関心をもたせる
とともに、家庭と連携を図りながら適切な指導を具体的な体験を通して繰り返し行うことが必要である。ま
た、地域にある道路や横断歩道の映像などの視覚教材を活用した指導や、警察などの専門機関の協力を得た
模擬訓練などの指導の工夫が考えられる。
　さらに、災害時の行動の仕方や不審者との遭遇など様々な犯罪から身を守る対処の仕方を身に付けさせる
ためには、幼児の発達の実情に応じて、基本的な対処の方法を確実に伝える必要がある。
　特に、火事や地震等の自然災害を想定した避難訓練は、災害時には教師の下でその指示に従い、一人一人
が落ち着いた行動がとれるように、避難訓練を行うことが重要である。また、避難訓練は、非常時に教職員が
落ち着いて現状を把握、判断し、幼児を避難誘導できるかの訓練であることも自覚して行うことが重要である。
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（３）安全教育の全体計画

８　安全教育の計画例（幼稚園）

安全教育の目標
○自分の命を大切にする気持ちをもつ。
○教職員や保護者の話を聞いて、必要なことに気付く。
○分かったことや経験したことを基に自分なりに予測し、見通しを

もって行動する。

安全教育に関する法令等 園の教育目標 園の現状等
○学校教育法第２３条（幼稚園の目標）

○幼稚園教育要領
○学校保健安全法第２７条
○第３次学校安全の推進に関する計画
○東京都教育ビジョン（第４次）
   基本的な方針６
   「健やかな体を育て、健康で安全に生活

する力を育む教育」
○区市町村教育委員会の教育目標・教育

プラン

元気いっぱい　笑顔いっぱい　夢いっぱい
 育つ（本園）の子供

○新設の高層マンションや鉄道、道路
など大規模な工事が多い地域で、ト
ラックなど大型車が頻繁に通る。

○日常の中で運動する機会が少なく、
転んだ時に手を付けなかったり、動き
がぎこちなかったりする姿が見られる｡

○交通ルールを守ることや、安全に気を
付けて歩くことの大切さは分かってい
るが、登降園や園外保育で歩道を歩
く時に状況を把握した上で、判断し、
適した行動をとることに課題がある。

目指す幼児像 育てようとする資質や能力及び態度
○意欲的に遊びや生活に取り組む幼児
○自分の身の周りの人や物の状況に関心をもって行動する幼児
○約束を守る大切さが分かり、進んで行動する幼児

○きまりや約束を守り、安全に生活しようとする態度
○身近な人を信頼し、互いを大切にする心
○自分から危険を予測し、状況に応じて行動する力

安全教育の目標を実現するための基本方針
〇幼児が地域に親しみの気持ちがもてるようにするために、計画的に園外活動を実施し、地域とのつながりをもてるようにしていく。
〇実際に道を歩く際に、交通ルールについて教師が幼児自身に気付かせる言葉を掛けたり、幼児が気付いたことを共有したりして、幼児が自分で気付いて行動で

きるようにする。
〇幼児の安全な生活に対して、保護者と課題や指導の在り方を共通理解し、計画的に啓発を促す。

安全学習及び安全指導の指導方針等
生活安全 交通安全 災害安全

○日常の園生活の具体的な場面を捉え、危険な行動
を振り返り、適切な行動を認識できるよう指導する。

○遊具や用具の適切な使い方が分かり、安全に生活
できるようにする。

○体を十分に動かす体験を通して、機敏性やバランス
性を養う。

○身の回りの危険に気付き、自分で判断して行動する
態度を育てる。

〇自分の体は自分だけのものであり、大切にすること
など、生命（いのち）の安全教育について指導する。

○日々の登降園や園外活動等を通して、道の歩き
方や交通ルールを学び、安全に対する意識を育
てる。

○保護者会や降園時に定期的に安全に対する啓
発を行うとともに、保護者と幼児で交通安全につ
いて話す、聞く機会をもつことができるようにする｡

○地域や関係諸機関と連携して、地域内の交通事
情を把握し、幼児の交通安全教育に生かす。

○実践的な避難訓練を通して、いざという時に、落ち
着いて自分の身を守る力を育てる。

○地域・家庭・関係機関と連携した、体験的な活動を
多く取り入れ、災害時に慌てずに行動する能力を
育てる。

○Jアラートについて指導する。

関係する領域発達を見通した指導方針
（３歳児）幼児の興味や関心を捉え、気付きを受け止めながら信頼関係を
            築くことで、幼児が安心して行動できるようにする。
（４歳児）周囲の状況に気付いて行動できるよう促すことで、幼児が状況に
            合わせて必要な行動をとることができるようにする。
（５歳児）気付いたことを発信したり、友達と共有したりできるようにすること
            で、幼児が安全に生活するために必要なことを自分で考えて行動
            できるようにする。

心身の健康に関する領域「健康」
○いろいろな遊びを通して十分に体を動かす中で、安全についての構えを身

に付け、自分の体を大切にしようとする気持ちを育てる。
○危険な場所、危険な遊び方、交通事故、災害時などの行動の仕方が分か

り、安全に気を付けて行動することができるようにする。

安全管理との関連
生活や行動等の安全管理（対人管理） 園の環境（対物管理） 事件・事故や災害発生時の危機管理

家庭・地域・関係機関との連携
○親子交通安全教室、親子防災訓練等、家

庭への啓発活動
○消防と連携した避難訓練
○警察と連携した交通安全指導
○地域の防犯ボランティアとの連携

○常に幼児の心身の健康状態の把握に努め、情緒の
安定を図る。

○施設や遊具・用具を使用する時のきまりや約束につ
いて指導を徹底する。

○手洗いの呼びかけや消毒等、感染症対策のために
必要な指導を徹底する。

（定期点検）
〇毎月安全点検日を設定し、園舎内外を教職員全

員で点検する。
（日常点検）
〇遊具・用具の安全点検及び保育室・園庭の環境

整備をする。

○危機管理マニュアルを熟知し、幼児の安全を最優
先に、迅速な報告と的確な初期対応を行う。

○災害発生時における保護者との連絡手段及び幼
児の引き渡し方法を確立する。

○近隣の関係機関と緊密な連絡、情報交換をし、適
切な対応を行う。

〇危機管理マニュアルを見直し、改善を図る。

教職員の園内研修 推進組織及び評価
  ４月：防犯訓練、避難行動の共通理解
　　　　安全教育プログラムを用いた安全教育の
　　　　共通理解
  ５月：園周辺の地域の実態把握
　　　　消防署と連携したAED取扱訓練
　９月：学校安全教室指導者講習
　　　　（校内講習会の実施）
 1２月：不審者侵入時の対応訓練
  １月：消防署と連携した消火訓練

○小学校と連携した安全教育推進委員会の設置
○安全教育推進委員長を中心とした毎月の安全点

検・避難訓練の実施
○毎月の評価会議、年度末の園評価を活用
○学校安全計画を見直すサイクルの確立
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理 論 編
（４）安全教育の年間指導計画

    ○共通のねらい　・指導内容　　　◆学年に特記したねらい（数字が該当学年）

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

全体

○雨の日の過ごし方を知る。
２－①～④
・室内を走らない。
・室内の過ごし方を知る。
・廊下の歩き方を知る。
・傘やレインコートの扱い方を確認
する。
○プール遊びや水遊びの安全な
遊び方を知る。　２－①～④
・安全な遊び方や行動の仕方を知
る。

○夏の安全で健康な生活の仕方
を知る。　２－①
・水分補給をする。
・衣服の調整の仕方を知る。
○プール遊びや水遊びの約束を
守って遊ぶ。　２－①～④
・安全な遊び方や行動の仕方を
確認する。

○安全な園生活の仕方を思い出し
守って過ごす。　２－①～④
・身の回りの整理をする。
・園庭での遊び方を確認する。
･用具、遊具の適切で安全な使い
方を確認する。

○体を十分に動かし、敏捷性や
バランス感覚を養う。　２－①～③
・多様な動きの経験をする。
○併設する小学校の体育館や校
庭を使うときの約束やマナーなど
を知る。　２－③④
○状況を判断し、安全に遊ぶ。
２－③④
・運動用具を正しく扱う。
・周囲の様子を見ながら安全に遊
ぼうとする。

〇健康で安全な生活の仕方を意
識する。　２－①
・自分の身の回りを自分で整えな
がら生活する意識をもつ。

○冬の安全で健康な生活につい
て知る。　２－①
・上着のチャックを閉める。
・寒さに負けずに戸外で体を動か
して遊ぶ。
○不審者が侵入した時の避難の
仕方を知る。　２－⑤⑥
・緊急放送の合図を知る。

○安全な遊び方や生活の仕方
について再確認し、守って行動
する。　２－①～④
・遊具を丁寧に扱う。
・用具を安全に正しく使う。
・廊下は走らない。

○寒い日や雪の日の生活の仕
方が分かり、安全に生活する。
２－①④
・気温の低い時は路面が凍結し
たり、降雪時は地面が滑りやす
くなったりすることを知る。

○進学、進級することに期待を
もち、自分から安全に生活す
る。２－①
・生活の場を自分たちで整える。
◆（５）就学に向けて、安全な生
活の仕方を確認する。
・就学して登下校する際、困った
ときは地域の人に助けを求める
とよいことが分かる。
１－③、４－①②④

長期休業
に向けた
取組

○夏休みの安全な過ごし方を知
る。　３－③～⑤、４－①③⑧
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を知る。
・家庭での安全な過ごし方を知
る。
・水の事故について知る。

○冬休みの安全な過ごし方を知
る。 ３－③～⑤、４－①③
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を確認する。
・周りから見えにくい場所の危険
について知る。

○春休みの安全な過ごし方を知
る。 ３－③～⑤、４－①③
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を確認する。
・周りから見えにくい場所の危険
について知る。

全体

○雨の日の正しい歩き方、雨具の
扱い方を知り、安全に行動する。
１－①②⑤
・雨の日の歩き方を知る。
・雨具の扱い方を知る.

○基本的な交通安全のルールを
知り、守って歩く。　１－①～④
・左右の確認をする。
・手を上げて横断歩道を渡る。
・信号の確認をする。
○夏休みに向けて親子で交通安
全の約束を確認する。
１－①③～⑤⑩

○交通安全のルールを守って行動
する。　１－①～④⑦
・安全な登降園の仕方を確認す
る。

○安全な集団歩行や集団行動の
決まりを守って行動する。
１－⑦
・集団歩行の仕方を知る。

○交通安全のルールや集団行動
の約束を守り、安全に行動する。
１－⑦
・横断歩道の渡り方を確認する。
１－③④

○安全に気を付けて正しい姿勢
で歩く。　１－⑤
・前を向いて歩く。
○親子で交通のルールを守っ
て、冬休みを安全に過ごす。
１－①③～⑤
・保護者と手を繋いで歩く。
・飛び出さない。

○寒い日の安全な歩き方が分か
り、気を付ける。　１－⑤
・前を向いて歩く。
・上着のチャックを閉める。

○寒い日や雪の日の登降園の
仕方、歩き方を知る。　１－⑤
・凍って滑りやすくなっているこ
とに注意し、安全に気を付けて
歩く。
◆就学する学校までの通学路
が分かり、自分で安全を意識し
て歩く。　１－①～④

○交通ルールに関心をもち、守
ろうとする。
○新年度に向けて、安全に遊ぶ
ための約束を確認し、意識を
もって進級、進学ができるように
する。
１－①～④
○交通安全のルールについて
確認し、春休みを安全に過ご
す。
１－①③～⑤
◆（５）交通安全についての心構
えをもち、自分で判断し守って
行動する。　１－①～④⑦

園外活動

◆（４・５）園外活動のきまりや行動
の仕方を知る。　１－①⑦⑩
・道路や公共交通手段を利用し
た行動の仕方を知る。
◆（４・５）集団行動のきまりや行動
の仕方を知る。　１－①⑦
・前の人と間をあけずに歩く。集
合の合図を聞いて集まる。
・安全な乗降の仕方や過ごし方
の約束を守る。

○集団行動のきまりやバスの安全
な利用の仕方、公共の場所での過
ごし方を知る。　１－①～③⑦
・バスの安全な乗り方を知る。
・公共施設での安全な過ごし方を
知る。
♥マスクの着用と、乗車する時には
消毒をする。

○園外へ移動するときの安全な歩
き方が分かり、行動する。
１－①③④⑦
・集団で横断歩道を横断する時の
歩き方が分かる。

◆（５）集団での安全な歩き方や
状況に応じた行動の仕方が分か
る。　１－①～④⑦
・交通量の多い場所、工事現場、
駐車場の出入り口に気を付ける。

◆（５）自分で安全を確認する意識
をもつ。　１－①～④⑦
・信号を自分で見る。
・車や人の動きを見る。

◆（４・５）バスの中での安全な過
ごし方やマナーを守って行動す
る。　１－⑩⑦

○園や家庭の周辺の道路につ
いて危険箇所を知り、安全な歩
き方を守って歩く。
１－①～④⑦

○避難訓練時の基本的な行動の仕
方を確認し、行動する。
２－②～④
・防災ヘルメットのかぶり方を知る。
・「おかしも」の約束を守る。
◆（３）避難訓練の意味を知る。
２－②
♥毎月の訓練終了後、防災ヘルメッ
トを消毒する。

○地震発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
・自分で身を守り、近くの先生の
指示を聞いて行動する。
２－②～④

○火災発生時の身の守り方を確認
し、教師の指示を聞いて行動する。
１－①～③
・火災を想定し、ハンカチで鼻や口
を覆う。

○水遊び中の身の守り方を知る。
１－①③
・プールから出て安全な場所に避
難する。
○「南海トラフ地震関連情報」発
信時の行動の仕方を確認し、行
動する。　２－①②⑤
・各保育室で保護者の迎えが来る
まで待機する。
◆（５）自分の家の中の安全な場
所を考える。２－⑤

○緊急地震速報発令時、津波警
報発令時の身の守り方を確認し、
行動する。
２－①～④、４－①⑥
・非常時の合図や放送を静かに聞
く。
・避難場所（４階）に避難する。

○地震、火災発生時の行動の仕
方が分かり、速やかに行動する。
１－①～③、２－②③
・身の安全を優先してすぐに避難
する。
・靴を履き、遊具は置いて避難す
る。

○火災発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
１－①～③
・近くの先生の指示を聞いて行動
する。

○地震発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
・自分で身を守り、近くの先生の
指示を聞いて行動する。
２－②～④

○予告なしの状況で教師の指示
や放送を聞いて行動する。
○二次避難の方法を知る。
１－①～③

○教師の指示や放送を聞いて
行動する。　２－①～④
○預かり保育担当の先生など
の指示や放送を聞いて行動す
る。
１－①～③、２－①～④

○地震・火災発生時に自分の身
を自分で守る大切さが分かり、
考えて行動する。
１－①～③、２－①～④

想定

地震（集合時） 地震（集合時） 火災（集合時） 火災（プールでの水遊び）
地震（集合時、引き渡し）

地震・津波（集合時） 地震・火災・停電（好きな遊び）
Ｊアラート　８－①②

火災（学級ごとに異なる場所での
一斉活動）

地震（好きな遊び） 火災（好きな遊び） 地震（弁当）
地震・火災
（園庭開放、預かり保育、管理
職不在時）

地震・火災（好きな遊び）

予告
あり あり あり あり あり あり

あり
あり なし なし あり

あり
なし

○園舎内外の施設・遊具・用具の安
全点検（毎月）
○緊急事態発生時の連絡や対応の
仕方の共通理解
○非常設備点検
○安全教育プログラムを用いた安全
教育の共通理解
○園外保育、遠足の実地踏査
○生命（いのち）の安全教育に関す
る研修

○遠足の実地踏査
○救急救命講習（ＡＥＤ取扱訓
練）
○公共の場を安全に利用するた
めの指導の共通理解

○プールの水質管理
○水遊びの遊具、用具、場の設定
の安全点検
○雨天時の園舎内外安全点検
○バスを使用する際の事前指導・
実地指導の共通理解
○公共の場を安全に利用するため
の指導の確認

○新学期前の園舎内外の安全点
検、遊具・用具の安全点検（８月）
○遠足の実地踏査（８月）
○学校安全教室指導者講習

○暴風雨に向けての対応、点検
○遠足の実地踏査
〇学校安全教室指導者講習（校内
講習会の実施）

○バスを使用する際の事前指導・
実地指導の確認
○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認

○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認
○感染症への対応確認
○これまでの避難訓練の評価と改
善

○暖房器具の点検
○室内の換気、温度、湿度の調
整
○園外活動の実地踏査
○不審者侵入時の対応訓練
（ネットランチャー、学校１１０番）

○降雪時の対応確認
○バスを安全に利用するための
事前指導・実地指導の確認
○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認
○消防署と連携し、消火訓練の
実施

○寒い時期に安全に生活でき
る環境設定
○警察と連携し、歩道及び横断
歩道の歩行訓練の実施
○管理職不在時の対応訓練

○年度末の反省と次年度計画

○登降園時の安全指導（保護者会）
○緊急情報メールの登録の啓発と
配信訓練
○春の全国交通安全運動の啓発
○自転車通園の約束確認

○親子で実地歩行訓練（４・５歳
児親子散歩）

○夏季休業中の安全指導（保護
者会・資料配付）
○地域と連携した夏まつりの見守
りと安全対策

○災害時引き渡し訓練
○災害備蓄品に関する情報共有
○家庭での災害時による備えの啓
発活動
○秋の全国交通安全運動の啓発

○地域防災訓練参加の啓発
○親子で実地歩行訓練（３歳児親
子散歩）

○冬季休業中の安全指導（保護
者会・資料配付）

○不審者に対する親子安全講
習会の実施（５歳児保護者）
○就学先の通学路の安全確認
の啓発（５歳児保護者）

○就学先の通学路の安全確認
の啓発（５歳児保護者）
○春季休業中の安全指導（保
護者会・資料配付）

Ⅰ
　
生
活
安
全

〇安全な登降園の仕方を知る。　１－①③
〇安全な生活のきまりを知る。　２－②～④
・園内の遊具、用具、施設等の安全な使い方を確認する。
・行ってはいけない場所の確認をする。
○安全な遊具や用具の使い方を知る。　２－③
・保育室の遊具や用具の安全な扱い方を知る。
◆（５）新しい環境の安全な過ごし方を知る。　２－②～④
・大型積木、巧技台など大型遊具の安全な扱い方を知る。
○健康で安全な生活の仕方を知る。　２－①②
○生命（いのち）の安全教育について知る。　６－①②

Ⅱ
　
交
通
安
全

○安全な登降園の仕方を知る。　１－①
・保護者と手をつないで歩く。
・通園経路の中の危険箇所を知る。
◆（４・５）安全な登降園をする。　１－①
○道路の正しい歩き方、信号の見方を知る。　１－③④
・安全な歩き方を知る。
 

Ⅲ
 
災
害
安
全

教職員の研修等

地域との連携

※番号の意味は、Ｐ ９を参照

園生活の過ごし方や必要なきまりが分かる時期 園生活に慣れ、自分たちで行動しようとする中できまりを守る必要性を感じる時期 行動範囲や経験が広がり、様々な場面で状況に応じた行動を知っていく時期 活動に見通しをもち、自分から気付いたり考えたりしながら行動をするようになる時期発達の見通し

保護者
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８　安全教育の計画例（幼稚園）

    ○共通のねらい　・指導内容　　　◆学年に特記したねらい（数字が該当学年）

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

全体

○雨の日の過ごし方を知る。
２－①～④
・室内を走らない。
・室内の過ごし方を知る。
・廊下の歩き方を知る。
・傘やレインコートの扱い方を確認
する。
○プール遊びや水遊びの安全な
遊び方を知る。　２－①～④
・安全な遊び方や行動の仕方を知
る。

○夏の安全で健康な生活の仕方
を知る。　２－①
・水分補給をする。
・衣服の調整の仕方を知る。
○プール遊びや水遊びの約束を
守って遊ぶ。　２－①～④
・安全な遊び方や行動の仕方を
確認する。

○安全な園生活の仕方を思い出し
守って過ごす。　２－①～④
・身の回りの整理をする。
・園庭での遊び方を確認する。
･用具、遊具の適切で安全な使い
方を確認する。

○体を十分に動かし、敏捷性や
バランス感覚を養う。　２－①～③
・多様な動きの経験をする。
○併設する小学校の体育館や校
庭を使うときの約束やマナーなど
を知る。　２－③④
○状況を判断し、安全に遊ぶ。
２－③④
・運動用具を正しく扱う。
・周囲の様子を見ながら安全に遊
ぼうとする。

〇健康で安全な生活の仕方を意
識する。　２－①
・自分の身の回りを自分で整えな
がら生活する意識をもつ。

○冬の安全で健康な生活につい
て知る。　２－①
・上着のチャックを閉める。
・寒さに負けずに戸外で体を動か
して遊ぶ。
○不審者が侵入した時の避難の
仕方を知る。　２－⑤⑥
・緊急放送の合図を知る。

○安全な遊び方や生活の仕方
について再確認し、守って行動
する。　２－①～④
・遊具を丁寧に扱う。
・用具を安全に正しく使う。
・廊下は走らない。

○寒い日や雪の日の生活の仕
方が分かり、安全に生活する。
２－①④
・気温の低い時は路面が凍結し
たり、降雪時は地面が滑りやす
くなったりすることを知る。

○進学、進級することに期待を
もち、自分から安全に生活す
る。２－①
・生活の場を自分たちで整える。
◆（５）就学に向けて、安全な生
活の仕方を確認する。
・就学して登下校する際、困った
ときは地域の人に助けを求める
とよいことが分かる。
１－③、４－①②④

長期休業
に向けた
取組

○夏休みの安全な過ごし方を知
る。　３－③～⑤、４－①③⑧
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を知る。
・家庭での安全な過ごし方を知
る。
・水の事故について知る。

○冬休みの安全な過ごし方を知
る。 ３－③～⑤、４－①③
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を確認する。
・周りから見えにくい場所の危険
について知る。

○春休みの安全な過ごし方を知
る。 ３－③～⑤、４－①③
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を確認する。
・周りから見えにくい場所の危険
について知る。

全体

○雨の日の正しい歩き方、雨具の
扱い方を知り、安全に行動する。
１－①②⑤
・雨の日の歩き方を知る。
・雨具の扱い方を知る.

○基本的な交通安全のルールを
知り、守って歩く。　１－①～④
・左右の確認をする。
・手を上げて横断歩道を渡る。
・信号の確認をする。
○夏休みに向けて親子で交通安
全の約束を確認する。
１－①③～⑤⑩

○交通安全のルールを守って行動
する。　１－①～④⑦
・安全な登降園の仕方を確認す
る。

○安全な集団歩行や集団行動の
決まりを守って行動する。
１－⑦
・集団歩行の仕方を知る。

○交通安全のルールや集団行動
の約束を守り、安全に行動する。
１－⑦
・横断歩道の渡り方を確認する。
１－③④

○安全に気を付けて正しい姿勢
で歩く。　１－⑤
・前を向いて歩く。
○親子で交通のルールを守っ
て、冬休みを安全に過ごす。
１－①③～⑤
・保護者と手を繋いで歩く。
・飛び出さない。

○寒い日の安全な歩き方が分か
り、気を付ける。　１－⑤
・前を向いて歩く。
・上着のチャックを閉める。

○寒い日や雪の日の登降園の
仕方、歩き方を知る。　１－⑤
・凍って滑りやすくなっているこ
とに注意し、安全に気を付けて
歩く。
◆就学する学校までの通学路
が分かり、自分で安全を意識し
て歩く。　１－①～④

○交通ルールに関心をもち、守
ろうとする。
○新年度に向けて、安全に遊ぶ
ための約束を確認し、意識を
もって進級、進学ができるように
する。
１－①～④
○交通安全のルールについて
確認し、春休みを安全に過ご
す。
１－①③～⑤
◆（５）交通安全についての心構
えをもち、自分で判断し守って
行動する。　１－①～④⑦

園外活動

◆（４・５）園外活動のきまりや行動
の仕方を知る。　１－①⑦⑩
・道路や公共交通手段を利用し
た行動の仕方を知る。
◆（４・５）集団行動のきまりや行動
の仕方を知る。　１－①⑦
・前の人と間をあけずに歩く。集
合の合図を聞いて集まる。
・安全な乗降の仕方や過ごし方
の約束を守る。

○集団行動のきまりやバスの安全
な利用の仕方、公共の場所での過
ごし方を知る。　１－①～③⑦
・バスの安全な乗り方を知る。
・公共施設での安全な過ごし方を
知る。
♥マスクの着用と、乗車する時には
消毒をする。

○園外へ移動するときの安全な歩
き方が分かり、行動する。
１－①③④⑦
・集団で横断歩道を横断する時の
歩き方が分かる。

◆（５）集団での安全な歩き方や
状況に応じた行動の仕方が分か
る。　１－①～④⑦
・交通量の多い場所、工事現場、
駐車場の出入り口に気を付ける。

◆（５）自分で安全を確認する意識
をもつ。　１－①～④⑦
・信号を自分で見る。
・車や人の動きを見る。

◆（４・５）バスの中での安全な過
ごし方やマナーを守って行動す
る。　１－⑩⑦

○園や家庭の周辺の道路につ
いて危険箇所を知り、安全な歩
き方を守って歩く。
１－①～④⑦

○避難訓練時の基本的な行動の仕
方を確認し、行動する。
２－②～④
・防災ヘルメットのかぶり方を知る。
・「おかしも」の約束を守る。
◆（３）避難訓練の意味を知る。
２－②
♥毎月の訓練終了後、防災ヘルメッ
トを消毒する。

○地震発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
・自分で身を守り、近くの先生の
指示を聞いて行動する。
２－②～④

○火災発生時の身の守り方を確認
し、教師の指示を聞いて行動する。
１－①～③
・火災を想定し、ハンカチで鼻や口
を覆う。

○水遊び中の身の守り方を知る。
１－①③
・プールから出て安全な場所に避
難する。
○「南海トラフ地震関連情報」発
信時の行動の仕方を確認し、行
動する。　２－①②⑤
・各保育室で保護者の迎えが来る
まで待機する。
◆（５）自分の家の中の安全な場
所を考える。２－⑤

○緊急地震速報発令時、津波警
報発令時の身の守り方を確認し、
行動する。
２－①～④、４－①⑥
・非常時の合図や放送を静かに聞
く。
・避難場所（４階）に避難する。

○地震、火災発生時の行動の仕
方が分かり、速やかに行動する。
１－①～③、２－②③
・身の安全を優先してすぐに避難
する。
・靴を履き、遊具は置いて避難す
る。

○火災発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
１－①～③
・近くの先生の指示を聞いて行動
する。

○地震発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
・自分で身を守り、近くの先生の
指示を聞いて行動する。
２－②～④

○予告なしの状況で教師の指示
や放送を聞いて行動する。
○二次避難の方法を知る。
１－①～③

○教師の指示や放送を聞いて
行動する。　２－①～④
○預かり保育担当の先生など
の指示や放送を聞いて行動す
る。
１－①～③、２－①～④

○地震・火災発生時に自分の身
を自分で守る大切さが分かり、
考えて行動する。
１－①～③、２－①～④

想定

地震（集合時） 地震（集合時） 火災（集合時） 火災（プールでの水遊び）
地震（集合時、引き渡し）

地震・津波（集合時） 地震・火災・停電（好きな遊び）
Ｊアラート　８－①②

火災（学級ごとに異なる場所での
一斉活動）

地震（好きな遊び） 火災（好きな遊び） 地震（弁当）
地震・火災
（園庭開放、預かり保育、管理
職不在時）

地震・火災（好きな遊び）

予告
あり あり あり あり あり あり

あり
あり なし なし あり

あり
なし

○園舎内外の施設・遊具・用具の安
全点検（毎月）
○緊急事態発生時の連絡や対応の
仕方の共通理解
○非常設備点検
○安全教育プログラムを用いた安全
教育の共通理解
○園外保育、遠足の実地踏査
○生命（いのち）の安全教育に関す
る研修

○遠足の実地踏査
○救急救命講習（ＡＥＤ取扱訓
練）
○公共の場を安全に利用するた
めの指導の共通理解

○プールの水質管理
○水遊びの遊具、用具、場の設定
の安全点検
○雨天時の園舎内外安全点検
○バスを使用する際の事前指導・
実地指導の共通理解
○公共の場を安全に利用するため
の指導の確認

○新学期前の園舎内外の安全点
検、遊具・用具の安全点検（８月）
○遠足の実地踏査（８月）
○学校安全教室指導者講習

○暴風雨に向けての対応、点検
○遠足の実地踏査
〇学校安全教室指導者講習（校内
講習会の実施）

○バスを使用する際の事前指導・
実地指導の確認
○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認

○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認
○感染症への対応確認
○これまでの避難訓練の評価と改
善

○暖房器具の点検
○室内の換気、温度、湿度の調
整
○園外活動の実地踏査
○不審者侵入時の対応訓練
（ネットランチャー、学校１１０番）

○降雪時の対応確認
○バスを安全に利用するための
事前指導・実地指導の確認
○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認
○消防署と連携し、消火訓練の
実施

○寒い時期に安全に生活でき
る環境設定
○警察と連携し、歩道及び横断
歩道の歩行訓練の実施
○管理職不在時の対応訓練

○年度末の反省と次年度計画

○登降園時の安全指導（保護者会）
○緊急情報メールの登録の啓発と
配信訓練
○春の全国交通安全運動の啓発
○自転車通園の約束確認

○親子で実地歩行訓練（４・５歳
児親子散歩）

○夏季休業中の安全指導（保護
者会・資料配付）
○地域と連携した夏まつりの見守
りと安全対策

○災害時引き渡し訓練
○災害備蓄品に関する情報共有
○家庭での災害時による備えの啓
発活動
○秋の全国交通安全運動の啓発

○地域防災訓練参加の啓発
○親子で実地歩行訓練（３歳児親
子散歩）

○冬季休業中の安全指導（保護
者会・資料配付）

○不審者に対する親子安全講
習会の実施（５歳児保護者）
○就学先の通学路の安全確認
の啓発（５歳児保護者）

○就学先の通学路の安全確認
の啓発（５歳児保護者）
○春季休業中の安全指導（保
護者会・資料配付）

Ⅰ
　
生
活
安
全

〇安全な登降園の仕方を知る。　１－①③
〇安全な生活のきまりを知る。　２－②～④
・園内の遊具、用具、施設等の安全な使い方を確認する。
・行ってはいけない場所の確認をする。
○安全な遊具や用具の使い方を知る。　２－③
・保育室の遊具や用具の安全な扱い方を知る。
◆（５）新しい環境の安全な過ごし方を知る。　２－②～④
・大型積木、巧技台など大型遊具の安全な扱い方を知る。
○健康で安全な生活の仕方を知る。　２－①②
○生命（いのち）の安全教育について知る。　６－①②

Ⅱ
　
交
通
安
全

○安全な登降園の仕方を知る。　１－①
・保護者と手をつないで歩く。
・通園経路の中の危険箇所を知る。
◆（４・５）安全な登降園をする。　１－①
○道路の正しい歩き方、信号の見方を知る。　１－③④
・安全な歩き方を知る。
 

Ⅲ
 
災
害
安
全

教職員の研修等

地域との連携

※番号の意味は、Ｐ ９を参照

園生活の過ごし方や必要なきまりが分かる時期 園生活に慣れ、自分たちで行動しようとする中できまりを守る必要性を感じる時期 行動範囲や経験が広がり、様々な場面で状況に応じた行動を知っていく時期 活動に見通しをもち、自分から気付いたり考えたりしながら行動をするようになる時期発達の見通し

保護者
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